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１．研究開発の目的  

本研究開発課題の目的は、高い発光効率かつ長寿命な有機 EL 照明素子を実現するための基盤となる

高性能な発光層材料を得ることである。具体的には、シーズ顕在化ステージにて示された、固体状態にお

いて高い発光量子収率で青色蛍光を示す分子であるケイ素架橋 2－アリールインドールあるいはジアミノ

（テレ）フタル酸誘導体を基本骨格として、高効率かつ長寿命を示すことのできる有機 EL 素子用の高性能

発光層材料を開発することである。すなわち、開発した材料を発光層に用いた青色有機 EL素子の性能が、

外部量子効率 7 %以上(または電力効率 8.0 lm/W)、輝度半減寿命 10000 h を達成可能であることを示すこと

にある。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

ケイ素架橋２－アリールインドールを基盤骨格にして、京都工芸繊維大学で分子構造に改良を加えるこ

とによって、固体状態において高い発光量子収率で青色発光する発光材料を多数得ることができた。ケイ

素架橋２－ナフチルインドール誘導体の一つである SBI-7 を発光ドーパントに用いた有機 EL 素子を（株）カ

ネカで作製し、素子構造に改良を重ねることにより、目標値（電力効率 8.0 lm/W、輝度半減寿命 10000 h）以

上に相当する青色有機 EL 素子を開発することができた。 

さらに上記 SBI-7 をホスト材料として、あるいは単一発光層として用いた場合にも、高い発光効率の青色

有機 EL素子が得られた。この結果から、開発材料が青色有機 ELのホスト材料ならびに単一発光層材料と

しても高いポテンシャルを有していることを明らかにした。 

 

研究開発目標 達成度 

①ケイ素架橋２−アリールインドールを基盤とする

高性能青色蛍光材料の開発 

 

この材料を発光ドーパントとして有機 EL 素子に適

用した時の素子特性として、発光が青色で、外部

量子効率7 %以上(または電力効率8.0 lm/W)、輝度

半減寿命 10000 h 以上を目標とする。 

 

 

②ジアミノ(テレ)フタル酸誘導体を基盤とする高性

能青色蛍光材料の開発 

 

①（学の成果）目標とする熱安定性と発光量子収

率を達成する青色蛍光性ケイ素架橋２−アリールイ

ンドール誘導体を多数得ることができた。 

①（産の成果）ケイ素架橋２－ナフチルインドール

誘導体のSBI-7を発光ドーパントに用いて、電力効

率 8.0 lm/Wかつ寿命 10000 h以上に相当する高効

率かつ長寿命な青色有機 EL 素子を開発すること

ができた。 

（達成度：100 %） 

②（学の成果）ジアミノフタル酸イミド誘導体の一つ

が青色蛍光を示し、発光量子収率 0.66 で得られる

ことを明らかにした。 



この材料を発光ドーパントとして有機 EL 素子に適

用した時の素子特性として、発光が青色で、外部

量子効率7 %以上(または電力効率8.0 lm/W)、輝度

半減寿命 10000 h 以上を目標とする。 

 

③開発材料を発光層ホストもしくはアシストドーパ

ントとして用いる有機 EL 素子の開発 

 

目標①に関する検討過程で合成した新材料を発光

層ホストとして有機 EL 素子に適用し、その発光効

率と輝度保持率が発光ドーパントを単独で発光層

とする場合の成績を上回る材料を探索・開発する。 

②（産の成果）大学で創出したジアミノフタル酸イミ

ド誘導体である DAPI-1 を発光ドーパントに用いた

有機 EL 素子で、電力効率 2.7 lm/W、輝度半減寿

命 400 h の素子を得た。 

（達成度：30 %） 

③①で開発した、ケイ素架橋アリールインドール誘

導体である SBI-7 をホストに用いた場合に、発光ド

ーパント単独で発光層に用いた場合と比較して、

6.6 倍の発光効率が得られた。輝度半減寿命につ

いても発光ドーパント単独で用いるよりも長寿命の

有機 EL 素子が得られた。 

（達成度：100 %） 

 

 

②今後の展開 

開発した高性能な青色蛍光材料や青色有機 EL 素子に改良を加えて、更に高効率で長寿命な青色有機

EL 素子の開発を目指す。具体的には、材料面では特に長寿命化に焦点を絞って分子構造の改良を進め、

素子面では更に高効率で長寿命に貢献できる周辺材料との組み合わせや素子構造について改良を重ね

て、実用化に繋がる高性能素子を開発していく予定である。 

 

３．総合所見 

一定の成果は得られており、イノベーション創出が期待される。本成果を更に高める材料との組合せによ

り､高度化した市場ニーズに対応することが期待される｡ 

 


